
Program

地方と東京圏の大学生対流促進事業地方と東京圏の大学生対流促進事業
香川大学×芝浦工業大学

東京圏
に国内

留学
! グローバルな学生生活＆海外留学も!

理工系単科私立大学として唯一SGU*の採択を受けた

芝浦工業大学のプログラムに参加するチャンスです。

※SGU (スーパーグローバル大学)
    文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支援」事業によって
    認定された国内37の大学。
   「大学改革」と「国際化」を断行し、国際通用性、国際競争力の強化に取り組む。

◆芝浦工業大学の特徴的なプログラム

　 ■グローバルPBL ( Project Based Learning  課題解決型学習）                ■海外インターンシップ

長期プログラム
芝浦工業大学に半期国内留学

短期プログラム
主に長期休暇中に実施

■グローバルPBL

　海外協定校からの留学生とプロジェクトチームをつくり、 専攻分野に応じた 
       課題解決型ワークショップに取り組む

■GLC(グローバル・ラーニング・コモンズ)の活用

■GLC(グローバル・ラーニング・コモンズ)の活用
　 GLC(学生同士の異文化交流・ダイバーシティ推進を目的とした施設)の活用

■東京2020オリンピック関連

 ・芝浦工業大学の地域連携・生涯学習センター「オープンテクノカレッジ」、
　「東京2020オリンピック・パラリンピック大会連携委員会」の取組参加
　・大会会場、オリンピック施設の建設現場等見学
　・オリンピックに係る「物流」、「アクセス」、「環境」、「ボランティア」、
　　「危機対応」、その他、受入体制、実施体制の観察と問題点の考察

■グローバルPBL

　海外協定校にて、海外協定校の学生とプロジェクトチームをつくり、   
      専攻分野に応じた課題解決型ワークショップに取り組む

■通常の授業を受講（香川大学との単位互換あり）

■GTIコンソーシアムへの参加
　日本および東南アジアの大学や企業を中心に国際的な産学官連携の強化と
　 グローバル理工系人材の育成やイノベーションの創出、産業競争力の強化への
　 取り組み参加

■語学研修

■海外インターンシップ

芝浦工業大学は、在学生8,000人のうち1,300人が留学生。

多種多様な文化的背景を持つ仲間との出逢いがそこにはあります。

留学生 1,300留学生 1,300
在学生 8,000在学生 8,000人人

■短期プログラムへの参加

対流促進事業には、長期プログラムと短期プログラムの２種類のプログラムがあり、

両方に参加することも、片方のみに参加することも可能です。

令和２年度
前期派遣募集はこちら︕

Check!

https://www.cpp.ao.kagawa-u.ac.jp/archives/001/201912/R2%E5%89%8D%E6%9C%9F_%E9%95%B7%E6%9C%9F%E7%95%99%E5%AD%A6.pdf


Point

GPBL

◆学生寮

    　芝浦工業大学への滞在は、学生寮を利用することができます。
      学生寮には国際学生寮と東大宮学生寮（男子寮）（共に東大宮）があり、その時に空きがある方へ入寮します。

◆学費

　芝浦工業大学に別途学費を納める必要はありません。香川大学に納めた学費のみでプログラムに参加することができます。
  　ただし、渡航費、国内移動費、食費などは自己負担です。

◆奨学金

　海外派遣型プログラムについては、独立行政法人日本学生支援機構(JASSO)の奨学金を利用することができます。
　詳しくは国際グループまでお問い合わせください。

◆単位互換

     芝浦工業大学で受講した授業の単位は、香川大学の単位として認められる場合があります。

◆グローバルPBL　2018年度実施例

この他にも多数の海外協定校とのプログラムを用意しています。

対流促進事業は、以下の点において大変参加しやすいプログラムとなっています。

タイ
スラナリー工科大学

ドイツ
ベルリン応用科学大学ほか

海外において実施するプログラム

日本において実施するプログラム

     スラナリー工科大学の学生だけではなく、マレーシア、
 インドネシア、ベトナム、韓国と、多国籍なGPBLを形成。
 近隣の工場を見学し、現場での諸問題を学生の目線で
 見つけて解決策を提案する。

ベルリン市やその近郊の伝統建築・近代建築、
LRT・レンタサイクル等の交通システム、
再生可能エネルギー導入や省エネに配慮した建築や再開発地区、
環境教育拠点施設等の見学を行い、現状を把握した上で、
ベルリン応用科学大学学生とグループワークを行い、
都市の持続可能性の視点からの課題を整理し発表する。

４名ずつのチームでグループ設計を行う。各チームは与えられた
東京の敷地を対象に、４週間かけて調査から詳細設計までを行う。
数日ごとに両国の教員による作業チェックとレビューを行うほか、
中間講評と最終講評を公開で行う。
期間中の休日を含む６日間程度は、日本国内の建築視察ツアー
（京都等）を行い、建築文化の素養も身に付ける。最終成果品は、
世界的なレベルの卒業設計クラスの図面・模型を制作する。

 メルボルン王立工科大学から10名の学生を受け入れ、
  機械機能工学科の日本人学生10名と一緒になって
  技術的なテーマに関して英語で討論を行う。
  可能なら、東京近郊の工場棟の設備を見学して
  議論を深める。

オーストラリア
メルボルン王立工科大学

ロシア
モスクワ建築大学

■プログラム全般の総合窓口                                      学務グループ             TEL 087-832-1798        Mail : tairyu-gkm@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
　　　　                  →長期プログラムにおける通常の授業の履修科目等については、各学部学務係へ相談が必要となります。
■グローバルPBL について　                                  国際グループ    TEL 087-832-1178        Mail : kuio@jim.ao.kagawa-u.ac.jp　　　　　

【お問い合わせ先】

国際寮

東大宮学生寮（男子寮）GLC 大宮キャンパス

都心から約1時間の好立地︕


